
2025年 5月 11日（19週目）主日礼拝         「イエスがキリストであるただ福音運動」(使徒 17:1-9) 
〇本日の主日は母の日である。ロックフェラーの母は信仰の人であった。ロックフェラーは信仰の人として用いられた。イエス様の弟子の中でも男の弟子は逃げ出しても、マグダラのマリヤ

の女性は信仰の中にとどまった。母の日の中で女性が恵みを受けるように。しかし、男性の方も恵みを受けるように。 

〇多くの人が何のために生きるのかを分からずにいる。目的がないので、虚しさの中にいる。私達は、何の為に生きるのかを分かることが出来るように。 

1.唯一の問題 2.唯一の答え 3.唯一の伝道者の生活 

▲聖書が唯一の問題について語っている。し

かし多くの宗教は詐欺的な話をしている。 

1)創 1:27-28(神はこのように、人をご自身の

かたちに創造された。神のかたちに彼を創

造し、男と女とに彼らを創造された。神は

また、彼らを祝福し、このように神は彼ら

に仰せられた。「生めよ。ふえよ。地を満

たせ。地を従えよ。海の魚、空の鳥、地を

はうすべての生き物を支配せよ。」) 

 ・神様は神様の形に人間を創造された。 

 ・人間に全ての物を支配するようにされた 

〇創 2:17(しかし、善悪の知識の木からは取

って食べてはならない。それを取って食べ

るその時、あなたは必ず死ぬ。) 

 ・約束を守るように神様は命じた。 

2)創 3:1(神である主が造られたあらゆる野の

獣のうちで、蛇が一番狡猾であった。蛇は

女に言った。) 

 ‣約束を破るようにさせたのが創 3:の問題 

〇ローマ 3:23(すべての人は,罪を犯したの

で,神からの栄誉を受けることができず) 

 ‣悪魔の誘惑に騙されて悪魔の奴隷になる 

 ‣人間の全ての問題は始まった。 

〇ヨハネ 8:44(あなたがたは、あなたがたの

父である悪魔から出た者であって、あなた

がたの父の欲望を成し遂げたいと願ってい

るのです。) 

‣悪魔の奴隷生活をしていることが問題 

‣悪魔の問題を解決することが必要。 

〇創 3:(自分中心),6:(肉中心),11 章(成功中心) 

 ‣人間が自分中心,肉中心,成功中心に歩む 

 ‣サタンに従う程、様々な問題がくる。 

 ‣悪魔から来る問題は誰も解決できない。 

▲悪魔の問題を人間では解決することが出来ないので唯一の答えが必要である。 

1)原福音(proto evangelism)―創 3:15(わたしは、おまえと女との間に、また、お

まえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、

おまえは、彼のかかとにかみつく。) 

・悪魔の奴隷になったことが問題である。 

 ・問題の原因である悪魔を打ち砕く為にキリストが来られた。 

〇身分―創 3:21(神である主は、アダムとその妻のために、皮の衣を作り、彼ら

に着せてくださった。) 

 ・悪魔の奴隷の中にいた私達に皮の衣を着せてくれた―罪を赦した。 

・女の子孫のキリストを忘れた時に悪魔の奴隷のようになってしまう。 

2)出 12:12(その夜、わたしはエジプトの地を巡り、人をはじめ、家畜に至るま

で、エジプトの地のすべての初子を打ち、また、エジプトのすべての神々にさ

ばきを下そう。 わたしは主である。) 

 ・モーセの時代にイスラエルの民が奴隷として苦しんだ。 

 ・奴隷から解放される為、羊をほふって家々ごとに血を塗るようにされた。 

・羊の血を塗った時にエジプトの奴隷から解放された。 

・血により悪魔が打ち砕かれたので、悪魔から解放されることが出来る。 

〇レビ 17:11(なぜなら、肉のいのちは血の中にあるからである。わたしはあなた

がたのいのちを祭壇の上で贖うために、これをあなたがたに与えた。いのちと

して贖いをするのは血である。) 

・家畜の獣をほふったことによって罪が赦されることが出来る。 

・血によって人間の罪が赦される―血は命の意味である。 

 ・私達が命を得る為にキリストが代わりに死んで下さった。 

3)マタイ 1:1(アブラハムの子孫、ダビデの子孫、イエス・キリストの系図。) 

 ・人間の罪を赦す為にアブラハムの子孫としてキリストが来られた。 

 ・私を滅ぼす悪魔を打ち砕く為にキリストが来られた。 

4)ヨハネ 19:30(イエスは、酸いぶどう酒を受けられると、「完了した。」と言われ

た。そして、頭を垂れて、霊をお渡しになった。) 

・キリストが十字架で完了した。 

 ・全ての人にキリストが必要である。 

〇ヘブ 9:12(やぎと子牛との血によってではなく、ご自分の血によって、ただ一

度、まことの聖所にはいり、永遠の贖いを成し遂げられたのです。) 

・私たちの為に完全に罪の贖いを成し遂げて下さった。 

・イエス様だけがキリストである―ただ福音(真の王,真の祭司,真の預言者) 

・ただ福音であることを信じた時に悪魔は完全に終わるようになる。 

 ・福音によってどのような悪い人であったとしても解決される。 

▲唯一の生活が伝道者の生活である。 

1)伝道・宣教－使徒 17:1(彼らはアムピポリス 

とアポロニヤを通って、テサロニケへ行っ 

た。そこには、ユダヤ人の会堂があった。) 

‣命をかけた伝道者が必要である。 

‣教職者はパウロのように伝道運動の決断。 

‣福音を分からないため日本に災いが来る 

2)使徒 17:4(彼らのうちの幾人かはよくわかっ 

て、パウロとシラスに従った。またほか 

に、神を敬うギリシヤ人が大ぜいおり、貴 

婦人たちも少なくなかった。) 

‣私の問題の原因が何かを分かるように。 

‣問題を解決する福音を聞き続けるのが弟子 

‣福音を聞く人が大勢現れるようになる。 

‣神の子が多くなるほど世が変わる。 

3)使徒 17:9(彼らは、ヤソンとそのほかの者た 

ちから保証金を取ったうえで釈放した。) 

 ‣サタンの子分になっている人が多くいる。 

 ‣伝道者を守る為に献身をする人は報い。 

 ‣福音、教会の為に生きるのが幸いな者。 

4)1ペテロ 2:9(あなたがたは、選ばれた種族、 

王である祭司、聖なる国民、神の所有とさ 

れた民です。それは、あなたがたを、やみ 

の中から、ご自分の驚くべき光の中 に招い 

てくださった方のすばらしいみわざを、あ 

なたがたが宣べ伝えるためなのです。) 

‣私達はキリストの代わりの務めを頂く。 

‣私達に王、祭司、預言者の務めを下さった 

 ‣王として日本に働くサタンと戦う。 

 ‣祭司として神様に仕える。 

 ‣預言者として福音を伝える。 

5)祈り―7,7,7祈りの生活 

 ‣悪魔が主の願いに歩めないように邪魔する 

‣7つのやぐら,7つの旅程,7つの道しるべの 

祈りをして神様の御心の通りに歩む。 

 ‣私は弟子になるように力をもらう。 



現場地教会（2025 年 5月 11 日～2025 年 5月 17日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】      「イエスがキリストであるただ福音運動」(使徒 17:1-9) 

    

【讃美】               389 見よや十字架の 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

祈
り
文 

       

７
７
７
の
祈
り 

主の恵みに感謝します。私を神様のこども、祝福の源として、伝道者として召してくださ 

って感謝します。唯一なる根本問題が、悪魔の奴隷であり、罪と罪過で霊的に死んだもの

であり、神から離れた問題である事を悟ることができて感謝します。サタンの奴隷として

自分中心、物質中心、成功中心であった私をキリスト中心になるように変えてください。  

その唯一なる答えである創世記３：１５“女の子孫（キリスト）が蛇（サタン）の頭を打 

ち砕いた、原色福音を信じます。  

アダムの為に皮の衣を用意し、神のこどもの身分を与えられ、“キリストの血によって、 

ただ一度、まことの聖所にはいり、永遠の贖いを成し遂げられた”その血の契約により私

のすべての災い、呪い、罪、死、地獄から解放された事を信じます。 すべての問題を完

了した事を確信します。 この約束を握り、唯一の伝道者の生活を送れるようにして下さ

い。ヤソンのように忠実な弟子としてください。この“イエスこそ、キリストなのです”

と告白します。“選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神の所有とされた民です。

それは、あなたがたを、やみの中から、ご自分の驚くべき光の中に招いてくださった方の

すばらしいみわざを、あなたがたが宣べ伝えるためなのです”。イエスキリストの代任者

として、祈る者、礼拝者、伝道者の使命を全うできますように。王の権威をもってサタン

を打ち砕く祈る者、祭司として主に仕え礼拝する者、預言者として福音を伝える伝道者と

して私を用いて下さい。 それが成就するために、三つの今日、７７７の祈りを通して伝

道者の生活が送れる一週間にして下さい。  

イエスキリストの御名によりサタンの権威が打ち砕かれた事を信じ、罪と苦痛と呪いを十 

字架で完全に解決してくださった、真の大祭司⾧であられるイエスキリストが、自分中心

の全ての考えをおろして、御言葉に従順する生活となりますように。  

神様に出会う道を開いてくださった真の預言者であられるイエスキリストが、今、私の考 

えと心の深くに恵みをくださり、福音の御言葉、祈り、伝道中心に生きて行けるようにし

てください。考えと心の中に、福音を悟る恵みをくださり、御国イザヤ主任牧師に、聖霊

充満と 5 つの力を常に与えられ、100 ヶ所の地教会運動、楠 RUTC に 1,000 名が集う教

会としてください。日本神学校の特別講義を通して“勝利者キリスト”が深く理解できま

すように、日本語学校入学式を通して２３７のレムナントが福音を信じる機会となります

ように。  

神様がくださった契約を握り、出会う全ての人々、出来事、働きの中で福音の証人として 

ください。 主がくださった家庭に平安と喜びをください。福音で十分、満足、幸せ、な

働き人としてください。全ての問題の解決者であり、今も私の内におられ、私を治め、私

を導かれ、私の人生の主人であられ、生きておられるイエス・キリストの御名によって祈

ります。     アーメン 

(お知らせ) 
① 5 月 12 日～13 日 日本神学校講義 

② 愈長老,国邑京子牧師,小林裕子勧士,ライムガダン神学生,前田ジャリン執事の癒し 

③ 今週から東京教会は移転して新しい礼拝室で礼拝をしています。 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


